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会  議  録 

会議の名称 第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会（部会②） 

開 催 日 時 

令和８年２月 17日(火) 

    （午前・午後） ２時 開会 

    （午前・午後） ５時 開会  

開 催 場 所 おにクル７階 会議室３ 

議 長 
河合 将生 氏 

（office musubime 代表、NPO 組織基盤強化コンサルタント) 

出  席  者 

【評価委員（全出席委員のうち、下線のある委員が部会②に出席）】 

河合将生氏（ＮＰＯ関係者）、入江陽子氏（ＮＰＯ関係者）、上村有里氏（ＮＰＯ

関係者）、髙田和子氏（地域活動関係者）、板倉幸司氏（公募市民）、小村郁慧氏

（公募市民） 

（  ６人） 

【事務局】 

山脇共創推進課長代理、吉田共創推進課市民活動グループ長、 

曽根崎共創推進課主査、岡田共創推進課職員             （ ４人） 

                                                                  

【関連課・担当課】 

こども政策課、人権・男女共生課 

                （  ２課） 

                           

開 催 形 態 原則公開 

議題 ( 案件 ) 
（１）概要説明及び会議の公開・非公開の決定 

（２）各団体による事業報告及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和７年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧 

・事業報告関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

事務局 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

    

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

開会及びあいさつ、本日の会議の概要説明 

 公開・非公開の決定について（原則公開） 

    

 ----------------------- 事業報告開始 ----------------------- 

【自由テーマ型事業】 

ぽかぽかおしごと園 

おしごと園 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・何歳ぐらいのお子さんが来られていたか。また、同じ子供たちが継続してきて

いたのか。 

→乳幼児から中学生まで幅広く来ていただいた。年齢制限を設けていなかったの

で、ボランティアとして大学生も参加してくれた。 

リピーターより新規の参加者が多かった。今回は新規の参加者を目標として

いたが、継続していくためにはリピーター数も増やしていきたい。 

・今後の事業展開について、考えていることはあるか 

→夏は暑さで参加が滞ってしまうので、夏だからこそできる内容や、馬との関わ

りだけでなく他の自然の中でできるお仕事を組み込んでいきたい。 

 

 

【自由テーマ型事業】 

地域とつながり、学び合う居場所づくり 

むすびや 寺こや 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・事業自体はスケジュールを決めて行っているのか。それとも、状況に応じて変

えたりしているのか。 

→今年度は年間を通した計画から、状況に応じて改善しながら取り組んできた。

次年度以降はストーリー性を持たせながら年間の事業を行いたい。 

・不登校の参加人数はどうか。学校への紹介は不登校が多い学校に対して行った

のか。 

→不登校の参加者は少なかった。１回の開催で一人程度であり、これからの課題だと

思っている。 

  地域の校長や教頭に話をしにいったが、利用料がかかるので紹介しにいくとこもあ
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団体 

 

 

 

関連課 

 

 

入江副委員長 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

入江委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

った。来年度は、SSW や児童委員に絡めたい。 

 

 

【自由テーマ型事業】 

いばみんＬＡＢ 

いばらきいばしょフェス実行委員会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・対話と連携が大事ということだが、主に実行員として活動しているメンバーは

どれくらいいるか 

→統括は代表者、ブースで何をやるかは団体ごとに行い、可能であれば団体同士

で対話をしてもらいながら調整してもらっている。発信や雑務は自分でやって

しまっているので、各団体に振りながら運営していきたい。 

 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

2024 年度「非核平和展」事業への協力 

子どもたちと考える「戦争と平和」in 茨木実行委員会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・今回初めてキッズガイドという取り組みをされていたようだが、課題や難しか

ったことがあれば教えてほしい。 

 →当日、説明時に集まって、団体側が説明したことをガイドとして話してもらう

だけになってしまったので、次年度はより知識を深めてもらえるような取り組

みができたらと考えている。 

 ・来年、中学生にもガイドの対象を拡大した際には、そこで生まれる声も事業の

成果として活用してほしい。 

 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

多様な子どもたちの現実に対応する学習サポート 

サポートユニオン withＹＯＵ 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・DV への支援は母親への支援の一環としておこなっているのか。 
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入江委員 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 

 

入江委員 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

入江委員 

 

 

 

団体 

 

 

→団体メンバーが女性サポート大阪と繋がりがある。シェルターへ入るとなると

学校へ行けなくなることもあり、本人も親も不安な状況であるので団体が児童

のもとへ行くということもある。 

・新規の学生スタッフが増えた理由はあるか。 

→事務所前で本を売っていて、それに興味をもった学生さんに声かけしたとこ

ろ、参加してくれることになった。 

 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

ちかつアートフェスタ 

ちかつアートフェスタ実行委員会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・出展された方は、合計でどれくらいの人数になったか。 

→具体的な人数はわからないが、合作を作成するだけでなく、来館者にも作品作

りに関わってもらうことができたので、多くの方を巻き込めた。 

・どのように成果を図るか難しいところはあると思うが、イベントの価値や誰に

伝えたいかを精査しながら続けていただけたら。 

 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

Man’s smile プロジェクト いのちを繋ぐ 

M’s Glitter 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・集客に苦戦する団体が多い中、多くの応募があったのは凄い。どのような工夫

をされたか。 

→どんな人にも届く内容にするため、チラシの作成に時間をかけた。また、SNS

の拡散に力を入れ、運営ボランティアに拡散してもらった。チラシは全事業所

に配布し、一番効果があったように感じた。 

・今回の講演会からの悩みや感じたことを、次年度の取り組みに生かしてもらえ

たら。 

 

 

【共創型事業】 

オニもおどる！DARE DEMO DISCO IN おにクル 

シニアディスコを広める会いばらき 
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関連課 

 

 

上村委員 

 

板倉委員 

 

 

 

 

河合委員長 

 

 

事務局 

 

 

河合委員長 

 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・様々な場所で開催しているが、備品は回しながら保管しているのか。 

→回しながらではなく、担当ごとで保管している。 

・今後の改良点はあるか。 

→誰でも参加できるからこそ、安全性等を確保し運営側が管理できる体制を保つ

ために、人数制限等が必要だと考えている。 

 

 

 他に意見はないか。以上で報告を終了する。 

 

事務局から連絡事項はないか。 

 

次回の開催は２月 18 日、場所はおにクルＣ２、子育て交流室となります。 

 

以上で、第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 

 


